
平成29年度　学校評価結果報告書
学校法人　日高学園

聖ヶ岡幼稚園

1
教育課程・指導計画の充
実及び周知

職員と園とのコミュニケーション
を円滑に行い、職員が働きやすい
環境を整え人間関係を築いてい
く。

A

2
公開保育研修の実施・充
実

自らの保育についての課題を見つ
けて振り返りを行い、以後の保育
の質の向上につなげる。

B

教職員間でコミュニケーションがとれ、気持ちや仕事について互いにアドバイ
スや補助ができている。問題等があった際は、園長はじめ職員で速やかに話し
合いを持ち対応できている。今年度は園長及び主任が保育に関わる時間を多く
とったことで、教職員との共通話題が増えた。その結果、職員の考えや思いを
知ることができ、良い方法を一緒に選択しながら一体となって運営できたと実
感することが多かった。ただ、学年が異なると関わる機会が減ってしまうので
機会を見つけて取り組み、教職員が相互にコミュニケーションをとろうとする
意識が芽生えてくるとさらに良い。また新人歓迎会を催すなど、先輩後輩と
いった立場はあるが、親睦交流が図れており良い雰囲気がある。新入、中堅、
それぞれが人間関係を大切にして、皆で助け合い思い切り楽しむ職場環境を整
えていきたい。

他のクラスの指導内容や園児の反応を見て学ぶ中で、学年主任の指導方法から
良い影響を受けられている。経験の浅い職員は先輩の姿を見て色々な指導方法
を知り、アドバイスをもらい気付かなかった課題や接し方を学ぶことができ
た。その結果、先輩の保育を見て表現力や考え方が豊かになり、幅を広げて成
長を感じられている。周りの職員も自らと比較し足りない点に気づいて振り返
りを行い、スキルアップにつながった。毎日の振り返りで課題について考えな
がら取組み、質の向上の意識が根付き、実践を繰り返して後輩にも伝えていき
たい。一人ひとりしっかりと意見交換を行うことで様々な観点から捉え、指摘
のあった改善点を見直して良かった点は自信につながっているが、ただ形式を
真似るだけでなく、気づきの中からその指導の良さや意図を汲み取り応用して
いきたい。

Ⅰ．教育目標

Ⅱ．今年度の重点目標

Ⅲ．取組み状況と今後の課題

自己評価項目 取り組み状況

当園ではこの度、平成29年度の学校評価として、教職員自己評価及び、関係者評価を実施いたしました。教職員一人ひと

りが、自らの教育活動や園運営の状況を振り返ることで、自身や園全体を見つめ直すいい機会となりました。

また、評価結果について話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性などを明らかにすることができました。

この評価の結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境の整備、教職員の資質向上に努めてまいります。

●教育課程・指導計画の充実及び周知 ●公開保育研修の実施・充実 ●教職員の資質向上

●全体会議の活性化 ●保護者との連携の充実 ●未就園児保護者との連携の充実 ●安全管理体制の強化

＜目指す子ども達の姿＞

明るく素直で思いやりがあり自主性のある子

目指す子ども達の姿のために、日常の保育活動やカリキュラムの編成において、次の3点を常に意識して取り組みます。

①感謝の気持ちで心から挨拶ができること

②協調性を基本にした自己主張ができること

③我慢ができ、やり遂げる力をつけること

あいさつなど基本的な生活習慣を幼児期のうちにしっかり身につけておくことは、これからの子ども達の成長の上で大きな糧となります。

時には厳しく叱り、時には論し、強く抱きしめる。私たち教職員は、本当の親子のような情緒的な信頼関係を築けるように努めます。
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3 教職員の資質向上
子どもたち一人ひとりの成長に
合った伝え方で、目的達成に向け
た丁寧な指導を行う。

B

4 全体会議の活性化
教職員それぞれが独自の考えを持
ち、教職員間でお互いが分かりや
すく意見を伝えあう。

A

5 安全管理体制の強化
命に関わる事という意識を全職員
が持ち、避難経路や役割を再度職
員間で確認して共有する。

C

Ａ 十分達成されている

Ｂ 達成されている

Ｃ 取組まれているが、成果が十分でない

Ｄ 取り組みが不十分である

1
教育課程・指導計画の充
実及び周知

2 公開保育の継続実施

3 教職員の資質向上

4 全体会議の活性化

5 安全管理体制の強化

会議では伝達事項をきちんと伝えあい話し合いができている。その中でも保育
についての話題が以前より増え、新たな発見や気づきが得られるケースが多
かった。会議では意見交換しあえるように時間をとり、職員一人一人が考えを
出し合い、色々な考えに触れることができている。行事での反省点や経験談か
ら他の教職員の考えを知ることができ、周りの意見を聞いて個々人自らが知識
を得て幅に広がりが見られた。自身の思いを発言して、悩みなども一緒に悩み
考え解決へと向かえている。また、相手にとっていかに分かりやすく伝えられ
るか、話し方に意識を持つことができてきた。不在の先生には会議ノートでも
れなく伝達することを心掛けて実践できている。今後は教員が保育に関する自
由な発想を自発的に発言できる雰囲気つくりに努めていく。

避難訓練では訓練回数を重ねることで避難経路や個々の役割は定着してきてお
り、全職員で手順を見直すことができた。しかし、年度最終の火災の避難訓練
では職員はじめ園児まで気のゆるみが顕著に表れる結果となりやり直しを行っ
た。慣れてきて喋りながら避難する園児たちの光景が見られ、避難訓練の意義
や大切さの伝え方を見直す必要がある。またマンネリ防止のために、事前に打
ち合わせておく点とその場で判断すべき点を考えて訓練方法を工夫すべきであ
る。必要以上に不安感を与えないような配慮をしながらも、命を守るというこ
と、そして逃げ遅れがいないか等の目的を意識して役割通りに実行していく必
要がある。子どもへの指示は「分かりやすく明確に」を心掛け、日頃から訓練
の意味合いをしっかり伝え、反省点や気づいたことを活かして安全管理体制の
強化を図る。

【評価の基準】

Ⅳ．次年度の取り組むべき課題

教職員自身での決断力や判断力が養われるよう配慮を行い、それぞれが相互にコミュニケーションをとろうとする意識
を持ちながら取り組む。

指導内容の目的やねらいを見失うことなく、日常保育の実践を通じて課題の設定と改善点の見直しを行う。

子どもたちが自身で考えて行動に移せるような保育内容へと、工夫を交えて実践していく。

発言者が偏らぬよう意見交換しやすい雰囲気つくりを継続し、様々な意見に触れ見識を深める機会として捉えていく。

訓練のねらいや重要性について粘り強く丁寧に伝えていくとともに、分かりやすさを心掛けた指示を行う。

自己評価項目 取り組み状況

子どもの性格や理解力に合わせた指導を目指し、子どもたち一人ひとりのこと
を思い関わりができている。個別に伝える等指導の仕方を見直し、やる気を引
き出すように心掛けた。子どもたちの反応やしぐさから、その後の指導ではよ
り一人ひとりに沿った言葉かけができ成長に繋がっている。担任自身が手本と
なり、また目標を伝えて指導し、できるように取り組む事の大切さを伝えた。
先輩職員が若手職員へアドバイスを行う中で、若手育成面の意識も持つことが
できている。計画通りできなかったこと、予想外のことで焦ってしまい臨機応
変に対応ができなかったこと等、その理由と次回への改善方法を考察し振り返
りを行う。また向上心を持って保育に従事する姿勢を再確認していく。目的達
成をねらいとし、子どもたち自身が考えて行動する機会を提供していきたい。
時には厳しく伝えることも必要であり、真剣に伝えることで成長を促せるよう
に考えて努めていきたい。
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以上

Ⅴ．学校関係者の評価

教職員間でよくコミュニケーションがとられていること、また園長、副園長、主任はじめ何か問題があってからでは

なく、日頃から相互にコミュニケーションを深めて、保育に関わる時間を多くとられたこと、ミーティング、交流会等

を充実させ諸先生達と共に精進されていることは大いに評価に値すると考えます。

教育目標にある理念を常に心にとめて精進され、子どもたちの健康、安全、教育の充実を第一に考え、教職員間の信

頼を深めながら、さらに保育活動に取り組んでいかれますことを望みます。

＜評議員＞

評価結果から適切に評価を実施されていることが伺えました。安全管理体制の強化については、取組状況に記載の

あった通り、日頃から避難訓練の大切さを子どもたちに分かりやすく伝えていただき、命の大切さも合わせて教えてい

ただきたいと思います。親として自分の子供を初めて他者に託すことは色々な面で不安がたくさんありますが、担任以

外の先生方にも子どものことを知っていただける環境があり、保護者としても安心してお任せすることができます。こ

の先もずっと、昔から変わることのない温かい園であり続けて欲しいです。

<保護者>

先生方は日頃より担任以外の子どもたちのこともよく見てくださっており、安心して子どもを預けられます。子ども

たちのために様々な取組みをされており、自己評価も適切に行われていると思います。大阪府北部地震もあったことか

ら、安全管理体制の強化については、大人でも一瞬固まってしまうような事態においてもすぐにテーブルの下に入り身を

守るなど、日頃の訓練の成果を感じることができました。避難訓練実施の際に慣れが生じてしまうことは、極力防いで

いかねばなりませんが、子ども達には防災意識が身についてきていると思います。

＜保護者＞
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